
衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
一
体
開
発
誘
発
型
街
路
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

１
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
一
月
三
十
日
付
け
国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
街
路
事
業
調
整
官
事
務
連
絡
（
以
下
「
事
務
連
絡
」
と

い
う
。
）
に
定
め
る
「
一
体
開
発
誘
発
型
街
路
事
業
」
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
民
間
投
資
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
土
地
が
有
効
又
は
高
度

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
区
に
お
い
て
、
街
路
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
民
間
投
資
を
促
進
し
、
適
切
な
沿
道
の
地
区

の
開
発
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
ま
で
の
本
事
業
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
た
路
線
名
・
そ
の
交
付
の
実
績
は
、
東
京
都
に
お
け
る
、

補
助
第
四
号
線
（
赤
坂
）
・
百
八
十
五
万
円
、
補
助
第
九
十
号
線
（
町
屋
）
・
千
九
百
六
十
四
万
円
、
補
助
第
百
三
十
八
号

線
（
綾
瀬
新
橋
）
・
千
九
百
八
十
八
万
円
、
補
助
第
四
十
九
号
線
外
一
線
・
一
億
四
千
五
百
八
十
五
万
円
、
補
助
第
三
百
二

十
六
号
線
・
五
百
万
円
、
補
助
第
百
三
十
八
号
線
（
中
央
本
町
）
・
六
百
二
十
七
万
円
、
補
助
第
二
百
三
十
号
線
・
三
千
百

七
十
七
万
九
千
円
、
補
助
第
五
十
四
号
線
（
下
北
沢
）
・
五
百
五
十
万
円
、
補
助
第
八
十
一
号
線
・
二
億
二
千
十
七
万
六
千



円
及
び
補
助
第
百
二
十
号
線
（
鐘
ヶ
淵
）
・
七
千
六
百
四
十
万
六
千
円
で
あ
る
。

３
に
つ
い
て

本
事
業
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
に
係
る
手
続
に
お
い
て
は
、
地
域
の
再
開
発
の
方
針
に
お
い
て
計
画
的
な
再
開
発
が
必

要
と
位
置
付
け
ら
れ
た
市
街
地
内
の
都
市
計
画
道
路
等
、
そ
の
沿
道
の
地
区
が
民
間
の
投
資
に
よ
り
開
発
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
、
当
該
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
併
せ
て
そ
の
沿
道
の
地
区
が
民
間
の
投
資
に
よ
る
開
発
が
行
わ
れ
る
見
込
み
が
あ
る

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
。

４
の
①
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
事
務
連
絡
に
い
う
「
測
量
及
び
試
験
費
」
と
は
、
工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
測

量
、
試
験
等
に
要
す
る
費
用
の
こ
と
を
い
う
と
考
え
て
い
る
。

４
の
②
及
び
③
並
び
に
５
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
事
務
連
絡
に
い
う
「
測
量
及
び
試
験
費
」
と
は
、
御
指
摘
の
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
八
十
号
）
第
五
十
六
条
の
「
道
路
に
関
す
る
調
査
に
要
す
る
費
用
」
で
は
な
く
、
同
条
の
「
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
要

す
る
費
用
」
又
は
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
財
源
特
例



法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

道
路
法
第
五
十
六
条
の
「
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
都
に
お
け
る
補
助
第
五
十
四
号
線
（
下
北
沢
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
に
当
該
道
路
の
事
業
に
要
す

る
経
費
の
百
分
の
五
十
五
に
財
源
特
例
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
が
充
当
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

６
に
つ
い
て

本
事
業
の
外
に
、
街
路
事
業
の
う
ち
、
鉄
道
の
高
架
橋
、
立
体
交
差
橋
、
河
川
橋

梁

等
大
規
模
構
造
物
の
整
備
等
の
事
業

り
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
そ
の
測
量
及
び
試
験
費
等
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
都
市
計
画
事
業
と
し
て
認
可
さ
れ
る
前
に
、
道

路
整
備
特
別
会
計
の
科
目
で
あ
る
交
通
円
滑
化
事
業
費
補
助
、
地
域
連
携
推
進
事
業
費
補
助
、
交
通
連
携
推
進
事
業
費
補
助

又
は
市
街
地
環
境
改
善
事
業
費
補
助
等
と
し
て
、
補
助
金
又
は
交
付
金
が
交
付
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
五
十
六
条
の
「
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
」
と
し
て
沖
縄
等
を
除
き

そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
財
源
特
例
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
も
の



で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
交
付
金
の
額
は
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
従
い
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

７
に
つ
い
て

東
京
都
に
お
け
る
補
助
第
五
十
四
号
線
（
下
北
沢
）
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。
）
へ
の
補
助
金
等
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
五
年
度
に
、
世
田
谷
区
が
、
財
源
特
例
法
第
五
条
第
三
項
の
計
画
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
従
い
世
田
谷
区
へ
の
交
付
金
の
額
が
決
定
さ
れ
、
世
田
谷
区
は
、
こ
の
額
の
範
囲
内
で
本
路

線
の
交
付
金
の
交
付
を
申
請
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
交
付
金
の
交
付
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
度
及
び
平
成
十
七
年
度
に
は
、
世
田
谷
区
か
ら
本
路
線
に
係
る
交
付
金
の
交
付
の
申
請
は
、
な
か
っ
た
。

８
に
つ
い
て

世
田
谷
区
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
度
に
、
７
に
つ
い
て
で
述
べ
た
交
付
金
を
活
用
し
、
下
北
沢
駅
周
辺
の
本
路
線
を
含

む
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
関
連
す
る
土
地
等
の
権
利
者
等
の
意
向
等
を
調
査
し
把
握
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
現
在
、

世
田
谷
区
に
お
い
て
、
当
該
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
の
事
業
の
施
行
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。


